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＊東京アートポイント計画は、地域社会を担うNPOとアートプロジェクトを展開することで、無数の「アートポイント」を生み出す、東京都とアーツカウ
ンシル東京による事業です。

東京アートポイント計画からのお知らせ

書籍『これからの文化を「10年単位」で語るために ー東京アートポ
イント計画 2009 -2018ー』発売中！

印刷版＝ 2,800円＋税・送料、PDF版＝無料で提供中です。
詳しくは以下のQRコードからご覧ください。

東京アートポイント計画 Facebookページ

トークシリーズ「Artpoint Meeting」開催情報や、
東京都内のアートプロジェクトにまつわる話題などを
更新中！

　蛇谷さんは人をそそのかす。何気ない会話を聞き逃さ

ない。突拍子もないと本人が思うような話に関心を注ぎ、

妙に納得するけど飛躍したアイデアに結びつけ、物事を

動かす後押しをする。大体最後は後ろで「なんやこれ」と

笑っているんだという。

　誰も見たことのない風景をつくる。慣れた手つきに寄り

かからないオリジナルなやり方で。その「こだわり」はアート

の現場が培った態度なのかもしれない。蛇谷さんの場合、

それは周囲を、そして目の前の相手を深く見聞きする技術

が支えている。

　正しく悩みながら疾走する蛇谷さんの姿を追って、何か

を始める動機にもっと素直になろうと思った。面白がられ

ることを待つ「こだわり」は、そこかしこにあるはずだから。

アーツカウンシル東京 プログラムオフィサー

佐藤李青

　「どう思う？」と尋ね、「やってみよう」とぽんと背中を

押す。そうして立ち現れた光景を前に、蛇谷さんはちゃん

と驚く。「ようわからへん」とくしゃっと笑い、ときには目

を丸くして驚いている。その一貫した姿勢に心底はっと

し、ちょっと自分を恥じた。最近、私はちゃんと「驚いた」

だろうかと。

　「～ぽさ」に捕らわれないよう常に次の一歩を考えて

いる。感情や頭ではなく、身体で考えようとする。運動し

続けるその思考の体幹は、ぷかぷかと「うかぶ」船のよう

にたゆたい、遠回りしながらも歩みを進めてきた時間が

育んだ証だ。

　思いがけない光景に出会い、心を揺さぶられることに

正直になること。身体で考える一歩は、そこからだ。

アーツカウンシル東京 プログラムオフィサー

嘉原妙

参加者の

声

鳥取に行ってみたいというより、行かねばと思いました。（40代 会社員）

「思ったこと即行動」と考えました。自分の劇作・創作への向き合い方など考え続けたいタネを多くもらい

ました。（20代 東京都在住）

生計が成り立たなくても（←ここでセーブしていることがいっぱいある気がしてきた。成り立ったほうがいいんだ
けど）、やりたいこと何かあるかなーって、ブレストしようと思いました。（30代 自営業）

千葉で廃校利用をはじめます。トークで聞いた内容を活かしたいです。（30代 自営業）

偶然にYとたみに泊まったのが2年前。生涯で忘れられない旅となりました。そのときの空気感がよみがえって
きて嬉しかった。（50代 大学教員・ピアノ弾き）

実家の空き家をどうしようかと思ったとき、このイベントを見つけました。まずはひとつひとつ、必要なことを
調べてやっていきたいと思いました。少し違うと思ったら、きちんと立ち止まって新しく動くことが大事だと感じ
て良かったです。（40代 CADオペレーター）

地方の取り組みと東京の場をもっとつなぎたいと思いました。（30代 横浜市在住）

蛇谷さんの言葉に背中を押されました。身体にしっくりくる言葉、やりたいことに向き合っていきたいと思い

ます。（30代 東京都在住）

たみに行ってみたい！（30代 会社員）

ここでも「たみ」の写真が公開されないとは！ 良い！（60代 会社員）

イベントには20代から60代まで、
約50名の方が参加。

トークを聞き終え、「やってみたい
と思ったこと」「感じたこと」を

伺いました。
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蛇谷りえ

“ せっかくの旅が、SN S写真の確認作業のようになるのはもったいないと思うんです ”



ていただいて、スタッフ

を雇うようになりました。

　また、鳥取市にも遊びに行くよう

になったのですが、鳥取市には湯梨浜町と

はまた違うカルチャーがあるんです。それで、

その人たちを紹介したいと、2016年、ホステルとイベ

ントができるパブを併設した「Y Pub & Hostel」（以下、「Y」）

という場所を鳥取市にオープンしました。こうして人が増えて

いって、いま「うかぶ LLC」では15人ほどのスタッフがいます。

嘉原：「たみ」をきっかけに移住してきた方も多いんですよね。

蛇谷：そうですね。「たみ」には掃除をする代わりにタダで宿泊できる

ヘルパーという仕組みがあるんですが、普通のゲストとして来たあと、

あらためてこの仕組みで滞在したいという人も多くて。そして、そのまま

「たみ」で住んだり、働き出す人もいます。

　ただ、しばらくして生活が安定すると、「たみ」への不満も出てくる。そし

たら「卒業どきですよ」って言うんです。私も「かじこ」のとき、シェア疲れ

を感じたので気持ちがわかるんですよ。こうして、卒業して近所に暮らし

ている人もいます。他にも県外から来てカフェや古着屋、古本屋などを

はじめる人も含めて、徒歩15分圏内に20人くらい関係者が住んでいます。

嘉原：「たみ」に訪問したとき、そのことにとても驚きました。

蛇谷： 「Y」の方にも常連のLINEグループがあって、急遽手が必要なとき

に駆けつけてくれるようなコミュニティがあります。最近では、「たみ」と

「Y」でそれぞれもう片方の場所の存在を知って、休暇や仕事帰りに訪れ

てくれる人たちも増えていますね。                      　　   （後篇へつづく）

主催 ｜ 東京都、公益財団法人東京都歴史文化財団 アーツカウンシル東京

聞き手 ｜ 佐藤李青（アーツカウンシル東京）、嘉原妙（アーツカウンシル東京）

収録 ｜ 2019年7月7日、TOT STUDIOにて　　レポート構成 ｜ 杉原環樹（ライター）

　　はじまりは岡山のプロジェクト

佐藤：今回は、鳥取の湯梨浜町でゲストハウス「たみ」を運営する蛇谷りえ

さんをお呼びしました。じつはイベントに先立ち、湯梨浜町を訪れたので

すが、蛇谷さんから「私のことはまちの人に聞いて」と言われ、放置されて

しまって（笑）。しかし、実際にまちを歩くといろんな時間の蓄積が見え、蛇谷

さんが「たみ」だけでなく、周囲の経験もつくる活動をしてきたことが感じ

られたんですね。そこで今日は、そんな「その人がその場所でしかできない

活動」について、じっくりお話を聞きたいと考えています。

　蛇谷さんは以前、アートNPOに勤められていたそうですが、そもそも

アートとの出会いとは？ 

蛇谷：最初のアート体験は、中学 3年のときです。私は比較的絵の上手い

こどもだったのですが、ある日、大阪城を下から描く授業があったんです。

そのとき、私は画面にどう建物を収めるかと工夫していたのに、ヤンキー

の同級生が城の石垣部分で画面が埋まってしまい、「先生、描く場所が

無くなったー」と言っていて、「やられた！」と思ったんですね（笑）。 

実際、その子の絵はパンクでカッコよくて、人によって視点が違うことを

感じた体験でした。

　そして美術やデザイン専門の高校に行き、卒業後は就職せず、フラフラと

各地の芸術祭などを旅していました。でも、消費的にアートに触れている

自分に「なんやねん！」という気持ちもあって。そんなとき、「應典院寺町

倶楽部」というアートプロジェクトを知り、働きはじめたのですが、ここで

私は覚醒しちゃったんです。最初は広報をしていましたが、だんだんコー

ディネーター的な仕事にも興味を持ち、フリーランスで活動するようになり

ました。

佐藤：その後、蛇谷さんは岡山県に行かれますね。

蛇谷：2010年の大阪市長選で市長が代わり、文化事業の予算がカットさ

れたことで、仕事がゼロになったんです。このとき、助成金や税金に頼っ

ていた自分をすごく反省しました。それで「もっと社会を見たい」と思っ

たのですが、私はひねくれ者なのですでに栄えているような土地には行

きたくなかった。そんなとき、岡山県出身のアーティスト・三宅航太郎くん

に出会い、当時、瀬戸内国際芸術祭の初回が開催されるタイミングだった

岡山で活動をはじめました。

佐藤：岡山では、芸術祭の開催に合わせて、夏季108日間限定のゲスト

ハウス型プロジェクト「かじこ」を運営されました。

蛇谷：「かじこ」では、いわゆるアートスペースじゃない場所をつくりたく

て、お客さんが自分でイベントを企画すると素泊まりの価格が1000円引

きになる仕組みを入れました。結果的に3ヶ月半で50ものイベントが開

かれ、とても面白かったんです。

　当時は Twitterの黎明期。はじめは知り合いだけが訪れていたのが、

だんだんその知人の知人という風に広がっていきました。自分の活動に

多くの人がつながる、という経験を初めて持ちました。それで期間が終

わったあと、一度大阪に戻り、今度は人口300人の湯梨浜町で同じような

取り組みを10年やったらどうなるか、と三宅と考えたんです。

　　鳥取へ。宿をはじめたいと言いつつ、なかなかつく
らない日々

嘉原：瀬戸内国際芸術祭の開催もあって、当時、岡山は注目を集めはじめ

た場所でしたよね。そのまま岡山で「かじこ」的な場所を続けて、宿として

流行らせたくはなかったんですか？

蛇谷：岡山はこれから似たような場所が増えることが見えたので、他の

土地を探しました。知人から尾道や高野山も紹介されましたが、どこも

観光地としてすでに成り立っていて「忙しくなるのは嫌や！」と思いまし

た（笑）。その点、名所の鳥取砂丘からも離れた鳥取の真ん中にある湯梨

浜町は、面白そうに感じたんです。

　初めて湯梨浜町に訪れた日、近所のおばちゃんたちがごはん会を開い

てくれました。私たちが「かじこ」での活動を紹介し、こんな宿をやりたい

と伝えると、おばちゃんたちがなにやら話し合って「ようわからんけど

面白そうやな。協力するわ」と言ってくれて。あとで聞いたら、女性の私

がペラペラ喋り、三宅くんが寡黙だったのが信用できると思ったみたい

です。女がしっかりしていたほうがいい、と（笑）。

　そこから、まず住む場所として小屋を紹介してもらい、約 1年かけて

改装しました。田んぼやお祭りを手伝ったりしながら、家具や廃材が出た

らもらって小屋を手入れして。地元のおばちゃんたちからしたら「アン

タら、いつ宿やんねん」って話ですが、その姿を見て、「この子たちはモノ

をつくることができるんだ」と感じてもらうこともできたと思います。

　その時期は、1ヶ月の半分を大阪で稼ぎ、残りは鳥取で小屋をつくると

いう二拠点生活でした。

佐藤：宿をはじめたいと思って行ったのに、なかなかつくらなかったのは

なぜですか？

蛇谷：私も三宅くんも、机の上で考えたものをただ実行するのでは、本当

のところがジャッジし切れんというか。実際に身体を動かすプロセスが

必要でした。宿に向いたいい物件は焦って見つかるものでもないし、それ

より地域との関係性をつくったほうがいいなと思っていましたね。「たみ」

の物件が見つかって、購入する資金集めに、地元の魚屋やスナックでバイト

もしましたよ（笑）。

　そして、いよいよ元国民宿舎だった建物を手に入れ、「たみ」がオープン

しました。「たみ」はゲストハウスであり、シェアハウスやカフェラウンジ

の機能もあります。

　ひとつの特徴として写真撮影を禁止にしたのですが、それは、写真を

見たら行った気になるからです。「かじこ」は SNSで情報が拡散したの

ですが、それゆえ、初めて訪れる人も来る前からいろいろなことを知った

気分になっていて。自己紹介する前に名前を呼ばれたりとか。せっかくの

旅が SNS写真の確認作業のようになるのはもったいないと思うんです。

佐藤：出会っている感じがないですよね。

蛇谷：そう。だから、着くまで超ドキドキする場所にしたいと思ったんで

すね。それで、「たみ」は準備段階から写真禁止にしました。

　　ゲストからスタッフに。広がる「たみ」のコミュニティ

佐藤：オープン後、「たみ」の活動はどんな風に広がっていったのでしょう？

蛇谷：「たみ」には、いわゆる閑散期があるんです。その期間を利用して、

企画を立てイベントを開催してきました。また、鳥取には民芸作家さんが

多いんですが、せっかくならその人たちに話を聞きたいとフリーペーパー

をつくり、取材名目で伺って、さらに彼らの展示を開催しました。そうこう

するうち、県の方から緊急雇用創出事業として何かやらないかと声をかけ

“机の上で考えたものをただ実行するのでは、
本当のところがジャッジし切れんというか”
トークイベント「Artpoint Meeting #08  -10年の“こだわり”を浴びる-」にて、
蛇谷りえさんのお話を伺いました。

PROFILE 蛇谷りえ（うかぶ LLC共同代表）
1984年大阪生まれ。鳥取県を拠点に活動する「うかぶ LLC」の共同代表の一人。鳥取県・湯梨浜町にある「たみ」と、鳥取市にある

「Y Pub & Hostel」を運営しながら、鳥取大学地域学部教員の合同ゼミ「鳥取大学にんげん研究会」やアートプロジェクト

「HOSPITALE」などの文化芸術にまつわる運営・企画、コーディネートなどを仕事にする。

レポート後篇はウェブサイトからご覧いただけます
https://www.artscouncil - tokyo.jp/ja/events/36657/

ゆ り は ま


